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1111    はじめにはじめにはじめにはじめに    

 「即興表現」が学習指導要領に位置づけられたのは、平成元年の学習指導要領改訂においてで

ある。例えば、中学・高等学校における創作ダンスは、①いろいろなテーマによる表現（即興表

現）、②簡単な作品の創作、となった。見直しのねらいは、毎時間「踊る」楽しさをベースにし

ながら、次第にクリエーション・スキル（身体イメージ能力・表現的動きの創出能力）を獲得し

ていき、簡単な作品の創作への展開により、「踊る」「創る」「見る」活動すべてを含んだ楽しい

ダンス学習を実現することにあった。 

 舞踊の歴史を顧みると、新しい舞踊様式の誕生には、即興表現が一つの役割を担ってきた。ま

た、自己を取り巻く「今」に感応した作品を創る現代の舞踊家たちのほとんどが即興を取り入れ

ている。舞踊家たちはなぜ即興という方法を試みるのだろうか？それは、即興表現が言語的イメ

ージよりも身体的イメージを優先させながら、また、その時、その場に反応しながら表現的な動

きを創出する、すなわちクリエーション・スキルを磨き・洗練し・獲得する重要な方法だからな

のである。 

 以上のような研究背景のもとに、本研究は、即興表現および作品創作において必要とされ、結

果として獲得されるクリエーション・スキル、特に身体イメージと表現的な動きを創出するクリ

エーション・スキルに着目する。 

 即興表現に関する先行研究としては、コミュニケーション（踊る者同士の関わり）が即興表現

に有効に働くことを明らかにした研究（村田芳子ら）があるが、即興表現を手がかりに作品創作

を行なう過程においてどのようなクリエーション・スキルが必要とされ、獲得されるのかについ

ては未だ研究されていない。また創作の実際について、舞踊芸術と舞踊教育の双方向からの研究

も未だなされていない。 

したがって、本研究では、第 1に、学校教育現場（今回は特に小学校と中学校を対象とした）

で、表現・創作ダンスの指導を行なっている教員を対象として、実際の授業場面の参与観察、質

問紙調査と面接調査から、発達段階別に子供達の即興表現と、即興表現を生かした作品創作過程

について調査した。また、それぞれの教員の指導観と指導スキルを明らかにすることにより、学

校教育でのダンス指導の現状を捉えることとした。 

そして第 2に、即興表現を行なっている現代舞踊家を対象として、彼らの作品創作現場を参与

観察することから、即興表現と作品創作過程におけるクリエーション・スキルについて明らかに

した。最後に、上記の 2つの研究結果より、クリエーション・スキルの視点から、即興表現から

作品創作へとつなぐ表現・創作ダンス授業を改善する指針を得ることを目的とした。 
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2222    研究方法研究方法研究方法研究方法    

2.12.12.12.1    学校教育における表現・創作ダンス指導者を対象とした調査研究について学校教育における表現・創作ダンス指導者を対象とした調査研究について学校教育における表現・創作ダンス指導者を対象とした調査研究について学校教育における表現・創作ダンス指導者を対象とした調査研究について    

2.1.1 文献研究 

 日本の「表現・創作ダンス」学習の指導理念および指導法について、文献研究を行った。文献

については、巻末文献一覧参照。 

2.1.2 質問紙調査および面接調査 

 即興表現から作品創作への展開における指導観と指導スキルを検討するために、特に代表的な

指導法を 2つ取り上げ、それぞれの指導法で高く評価されている教員各 1名に質問紙および面接

（インタビュー）調査を行った。質問紙は、3 名の研究者で検討し作成した。対象となる教員に

は、質問紙に回答した後、それをもとに約 2時間程度のインタビューを実施した。 

2.1.3 授業場面の参与観察 

 対象とした２名の教員の授業観察を行なった。（紙面の都合上、結果については今回省略する。） 

2.22.22.22.2    現代舞踊家ケイ・タケイ現代舞踊家ケイ・タケイ現代舞踊家ケイ・タケイ現代舞踊家ケイ・タケイ(1939(1939(1939(1939----    ))))と山田せつ子と山田せつ子と山田せつ子と山田せつ子(1950(1950(1950(1950----    ))))を対象とした事例研究についてを対象とした事例研究についてを対象とした事例研究についてを対象とした事例研究について    

 対象選定理由は、上記 2名の舞踊家ともに、第 1に、即興表現を作品創作に取り込み、あるい

は上演の舞台においても即時的に即興演技を入れるという舞踊家であること、第 2に、舞踊に関

する問題意識が高く、舞踊とは何かについて（舞踊思想）書き、語ることができる舞踊家である

こと、第３に、日本に限らず国際的にも高い評価を得ている現役振付家・演技者であることに拠

る。 

2.2.1 文献研究および面接調査 

 文献研究および面接調査から得た 2名の舞踊家の言説から、各々の舞踊観、特に舞踊創作方法

論と即興表現についての思想を明らかにした。文献については、巻末の文献一覧参照。（紙面の都

合上、結果については今回省略する。） 

2.2.2 即興—作品創作に関する実験 

 4 名の被験者（舞踊専攻の大学院生）を対象に予備実験を行なった後、本実験として 2 名の舞

踊家を被験者として行った。 

 1） 実験の環境 

 予備実験、本実験ともに、14m×5m のスペースを確保できる場所で行った。前方と後方にデジ

タルビデオカメラを 13.3m の距離に設定し、実験を録画した。また、被験者のいかなる動きも死

角にならないように、さらに２台のデジタルビデオカメラを前方斜め左右に設置し録画した。 

 2） 実験の手順 

 1 人の被験者に対し、2 つの課題を設定した。それぞれの課題に対して以下のような流れで実

験を行った。また、被験者に対する実験内容の説明は、実験直前に行った。  

  

即興① 3分 →  インターバル 3分 → 即興② 3分 → 作品創作 30分以内 → 作品 

 1 つの課題に対して、3分間の即興を行い、3分のインターバル（休憩）をはさみ、すぐに同じ

課題で 3分の即興を行った。その後すぐに作品創作に入った。作品創作に関しては、30分間をめ

やすとし、創作が終わった段階で被験者に申告してもらった。30分経っても創作が終わらない場

合は、多少の延長を認めた。 

 実験終了後、即興 1および 2、作品について、それぞれ作品分析を行ない、表にまとめた。 

① 即興課題 
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A）布を用いた即興 

 綿布（白地透けない素材）と透明布（白地透ける素材）を用いた。双方とも 180cm×90cm の大

きさである。即興は、前方から見て右に綿布、左に透明布を 45cm 離して縦に並べた状態で始め

た。布の前端は、前方カメラより 6.8m の場所に設置した。作品に関しては、どのように使用し

てもよいこととした。 

B）椅子を用いた即興 

  椅子はパイプ椅子を用いた。パイプ椅子は折りたたみ可能な、幅 45cm、奥行 47cm、高さ 80cm

のスチール製のものとした。椅子の前端は、前方カメラより 7.4m の場所に設置した。作品に関

しては、どのように使用してもよいこととした。 

② 被験者面接調査（インタビュー） 

 全ての実験が終了した後、被験者と共に、「即興、インターバル、即興、創作時間、作品」の

映像を見て、その時に何を感じたり考えていたりしたかを、インタビュー形式にて聞き出した。

後に、その会話の内容を逐語表にした。 

 

 
<写真１ 山田せつ子 課題① 布の即興> 

 

<写真２ ケイ・タケイ 課題② 椅子の即興> 

 

 

 

 

3333 結果および考察結果および考察結果および考察結果および考察    
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3.13.13.13.1    学校教育における表現・創作ダンス指導者を対象とした調査研究学校教育における表現・創作ダンス指導者を対象とした調査研究学校教育における表現・創作ダンス指導者を対象とした調査研究学校教育における表現・創作ダンス指導者を対象とした調査研究    

3.1.13.1.13.1.13.1.1    日本の「表現・創作ダンス」学習の指導理念日本の「表現・創作ダンス」学習の指導理念日本の「表現・創作ダンス」学習の指導理念日本の「表現・創作ダンス」学習の指導理念    ————文献研究の結果から文献研究の結果から文献研究の結果から文献研究の結果から————    

昭和 22 年、「体錬科」の「唱歌遊戯・行進遊戯」が、「体育科」の「ダンス」という名称に変

更された。そして、その内容は「表現」となり、一斉指導による遊戯から学習者が自発的な身体

表現を行うものに変換された（文部省 1947）。松本は、「教える教育からひきだす教育への戦後教

育の転換は、学校における舞踊が、その史上にはじめて本来の特質を認めて位置づけられた時点

として注目しなければならない」と述べている（松本 1981）。つまり、この時から「表現・創作

ダンス」学習では、学習者それぞれの個性を重視し、自己表現できる身体の獲得を指導理念に置

いてきた。 

昭和 40年代の東京オリンピックを契機に持ち上がった「体力論」や、昭和 50年代の「Sports 

for all」「生涯スポーツ」思想を経て、各個人が生涯にわたり舞踊を享受できるよう、「舞踊に

よる教育」から「舞踊の教育」へシフトしていきながら（片岡 1991）、現在「心と体を一体とし

てとらえる」という学習指導要領の目標のもと、表現運動・ダンスは、「からだの声を聴く」「自

分の丸ごとの体（生身のからだ）の認識」といった学習者の「からだ」に着目した学習が求めら

れている（片岡 2000）。その背景には、昨今、子ども達の「心」と「体」がうまく繋がっていな

いかのような、震撼させられる事件が多発している現状がある。「表現運動・ダンス」は、勝敗

がない、個性を生かせる、友達との一体感が味わえるなど、他のスポーツ領域と違う特性が多く

みられ（村田 1991）、他との関わりの中から、正に子どもの「心」と「体」をつなぐものとして、

現代の教育に果たす役割は大きいと期待されている。 

3.1.23.1.23.1.23.1.2    「表現・創作ダンス」学習の指導法「表現・創作ダンス」学習の指導法「表現・創作ダンス」学習の指導法「表現・創作ダンス」学習の指導法    

 このような背景のもと、「表現・創作ダンス」の学習は、指導者にとって「学習者には大変重

要である」と認識されている一方、「指導しにくい」と敬遠される領域でもある。それは、指導

者自身が、「表現運動・ダンス」領域について経験不足であったり、苦手意識を持っていたりす

るために指導に自信が持てず、結果として指導しないという連鎖が続いてしまうからである（寺

山 2005，2007）。このような問題は以前から指摘されており、それを受けて舞踊教育研究者達は、

いかなる指導者でも指導できる方法を開発してきた。その代表的なものが、本研究で取り上げる、

次の 2つの指導法である。 

一つは、松本千代栄らによって考案された「課題学習」である。「走る‐止まる」「伸びる‐縮

む」などの誰にでもできる運動課題からイメージ世界へ導く画期的な指導法である。「課題学習」

には、ダンスの論理に基づいて作成された方法であり、ダンスを専門としない指導者も授業が展

開できるように研究されている。「課題学習」は、運動課題からイメージへ誘う方法と、イメー

ジ課題から運動へ誘う方法がある（松本 1992）。 

 二つ目は、村田芳子らが考案した「イメージカルタ（イメージカード）」を使った指導法であ

る。イメージから運動に導く方法で、指導者が無理なく授業を展開できる優れた指導法である。

これは、学習者の学びにより重点を置いており、楽しい体育をめぐって「めあて学習」を研究し

ていた指導者たちに受け入れられた。「課題学習」と異なる点は、学習者に運動課題を与えない

点である（村田 1998）。 

 現行の小学校学習指導要領解説では、「表現」について「とらえて即興的に表現」（文部省 1999）

という文言を使用して説明しているが、どちらの指導法も「即興」を重視していることは共通し
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ている。次項では、それぞれの指導法の第一人者である教員を調査することで、学校で展開され

ている「表現・創作ダンス」学習の指導観と指導スキルについて検討を試みる。 

3.1.33.1.33.1.33.1.3    即興表現から作品創作への展開における指導観と指導スキル即興表現から作品創作への展開における指導観と指導スキル即興表現から作品創作への展開における指導観と指導スキル即興表現から作品創作への展開における指導観と指導スキル    

                                    －－－－2222 名の教員を対象とした質問紙調査および面接調査の結果から－名の教員を対象とした質問紙調査および面接調査の結果から－名の教員を対象とした質問紙調査および面接調査の結果から－名の教員を対象とした質問紙調査および面接調査の結果から－ 

 対象とした教員は、「課題学習」により指導を行なっている中学校教員（M・O、教員歴 22年）

と「イメージカルタ」により指導を行なっている小学校教員（T・M、教員歴 25 年）の 2 名であ

る。質問紙調査の結果は、表に示した通りである。面接調査結果は逐語表にしたが、逐語表は紙

面の関係で割愛する。 

 異なる指導法で指導している教員2名は、校種も異なるため、全てが一致した条件下にはない。

しかしながら、実践している指導法の指導観と指導スキルが見えてくる。 

①両教員に共通した指導観と指導スキル 

即興表現の意義について、「気軽に楽しめる」という点をあげている。また、インタビューか

らは、2 人とも「友人と関われる」ことがメリットであると述べている。学習者が、踊ることに

対して不安感や羞恥心を与えないように、「友人と気軽に楽しめる」ことを狙って即興をさせて

いることがわかる。 

即興表現の後に、即興を生かしたミニ作品、つまり作り込まない形の作品づくりを行っている

ことも共通している。インタビューからも、「考え込ませないで作らせたい」という発言が両人

から聞かれた。T・M教員は、作品を作り込ませようとすると、学習者が段取り的に動くことを指

摘し、「何を表したいのかわからない。だから見ている人が何もわからない。パントマイムにな

ってしまう。動きもダイナミックにならないし、動きも小さくなる」と、作り込みの問題を述べ

ている。また、M・O 教員は、「3 人で一番好きなのをやってみようと言っても、どれが好きか、

どれやろうかでわからなくなってしまい座っちゃたりする。構えちゃって、作品にしようと思う

から…。でも、今やった一番いいのだけを繰り返そうとか、やさしく考えられるように一言声か

けるだけで、子供の構えがとれて、…略…、即興作品っていうのは、今やった生きのいいやつを

そのまま発表すればいいんだ、まあちょっとは練習したら楽しいんだけど、っていう程度の導き

にすればいいんだって、自分自身が思ったことが良かったことの一つ」と、学習者の構えを取り

除くのが大事であると述べている。 

また、必ず学習者同士で見せ合いをして、よい動きやよい表現、友人の個性などを認め合わせ

ることが、大変重要であると述べている。 

学習者が恥ずかしがることについて、いずれの教員も「恥ずかしがるのはよくない」「恥ずか

しさを払拭させたい」という見解を持っている。 

②中学校教員：M・O教員の指導観と指導スキル（指導法：「課題学習」） 

 M・O 教員は「課題学習」を用いて指導している。「課題学習」の良さ、特に「運動課題」につ

いて、「ダンスの技能ポイントが課題に凝縮されている」と述べている。「運動課題」を行うこと

で、「技能が体に残っている」「教師の押さえたい技能が押さえられる」と繰り返し述べているこ

とからも、技能習得が重要であるという指導観を持っていることがわかる。 

 即興をさせる時から、作品創作を視野に入れるよう指導している。作品にできることを、ダン

ス技能と捉えている。「ダンスの大事な要素は、作る、踊る、見せるだと思っていて、それは絶

対に押さえたいなと思っている」と述べ、毎時間の「技能の積み重ねがあるから作品が作れる」

という発言からもわかる。つまり、課題のポイントを、繰り返し学習者に確認させる指導を通し
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て、確実にダンス技能（クリエーション・スキル）を身につけることに重きをおいている。 

③小学校教員： T・M教員の指導観と指導スキル（指導法：「イメージカルタ」） 

 T・M 教員は、「イメージカルタ」を用いて単元のほとんどを即興に費やしている。即興を通し

て学習者には、「イメージをすぐに動きに変えることができる力」「自分の体を自由に動かすこと

ができる力」をつけさせたいと述べ、「こうしたいなと自分で思っていても、動かせない子供が

増えている。卒業式などで行進練習をやっても、手と足が一緒になっちゃう。自分の思いと自分

の体がバラバラという、そういう子供たちが増えてきているから、体育館でダンスをしていても

距離感がつかめずにぶつかってしまうとか。全校ダンスなんかをやっても、なんでこんな動きに

なるんだろうかという子供がいる。つまり、私の動きを見ていないのですよね。見てないから真

似できない。真似できないというのは、人に関心がないというか、自分だけというか」と、児童

の身体のあり方や身体意識の育成が重要であるという指導観を持っている。作品創作について、

即興表現のみでは「学習の深まりに欠ける」と述べながらも、決して作り込みはさせず、二人組

即興を四人組即興にする程度に留めている。そうすることで、即興表現が自然に作品化している

という見解を持っている。指導で押さえたいポイントは、「表現力」であるとし、「どうしたら見

ている人に伝わるか」という問いかけを学習者にすることで、学習を高めていることがわかる。 

 作品を踊ることに関しては、「表現」よりも「体ほぐし」の要素が大きいという発言も興味深

い。「体ほぐしは作品作りに近いものがある。踊っていくうちにお互いに阿吽の呼吸でお互いに

感じ合いながら、おしゃべりをしなくてもこのところはもっと激しさを出そうというのを顔の表

情でお互いに伝え合うことができたりとか」と述べ、それに対して即興表現は、「気軽に楽しん

でいく。自由に気軽に。踊っては捨て、踊っては捨て。イメージもそうだし、動きもそうだし」

と、違いを捉えている。 

  

3333....2222    現代舞踊家ケイ・タケイ現代舞踊家ケイ・タケイ現代舞踊家ケイ・タケイ現代舞踊家ケイ・タケイ(1939(1939(1939(1939----    ))))と山田せつ子と山田せつ子と山田せつ子と山田せつ子(1950(1950(1950(1950----    ))))を対象とした事例研究を対象とした事例研究を対象とした事例研究を対象とした事例研究    

                ————実験および面接調査の結果から実験および面接調査の結果から実験および面接調査の結果から実験および面接調査の結果から————    

3333....2222....1111    ケイ・タケイのクリエーション・スキルケイ・タケイのクリエーション・スキルケイ・タケイのクリエーション・スキルケイ・タケイのクリエーション・スキル    

 ケイ・タケイ略歴：1939年 12月東京生まれ。幼少より舞踊や演劇に触れた後、檜健次、藤間喜与恵に師事。67年

にフルブライト留学生としてニューヨークに渡り、ジュリアード音楽院に入学。アメリカポストモダンダンスの影響を

受け、即興を取り入れる。学生時代よりケイ タケイ’s ムービングアースを結成。ニューヨークを拠点に国際的活動を

続ける。92年に帰国後も、精力的に活動を続けている。 

（（（（1111）課題）課題）課題）課題 1111：布：布：布：布    における即興から作品創作における即興から作品創作における即興から作品創作における即興から作品創作    

① 即興 1（3分） 

A)動きの概要 

センタ—、布の間の空間の後ろに正面向きにしゃがんでいる。前方斜め下（布の間の空間）を 

見つめて、手で床や布をなぞったり、手をかざしたりというように、手を動かしている。 

B)インタビューより 

 まず、2枚の布が置かれ、その間に黒い 1本の道が通っているという状況に、「ビジュアルな 

イメージがすごく来たんですよ。…すごいパワーを感じたので、センタ—の真ん中に。」「で、
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<表 熟練教員 2名に聞いた質問紙調査の回答> 

 

 

 

  
M・O 

 
T・M 

性 別 女性 女性 

校 種 中学校 小学校 

教 員 暦 22年 25年 

特に「表現運動・ダン
ス」に力をいれて 

22年 20年 

   

指導方法 課題学習 イメージカード 

今実践している指導法
の魅力 

短時間で初心者をダンス・表現
の世界と出逢わせることができ
る。応用すると長いスパンで学
習にとり入れられる。 

体育の先生でなくても、気軽に表
現に取り組むことができる。イメ
ージから動きへつなぐことが簡単
にできる。 

「表現・創作ダンス」
単元計画 

ステージ型 スパイラル型 

   

学習者にとって即興表
現の魅力は何か 

手がかりを与えられれば、みら
れることを気にせず、すぐに動
き出せる。 

一人一人のおもしろいユニークな
動きやその子にしかない個性を発
揮することができる。気軽に楽し
める。 

即興を通して、学習者
に何を身につけさせた
いと考えているか 

気軽に表現できる力。ダンスの
表現力（ジャンプや走るや拡大
縮小やストップなど）。 

イメージをすぐ動きに変えること
ができる力。自分の体を自由に動
かすことのできる力。 

即興表現からどのよう
に授業を展開している
か 

動きを交流しあって短くグルー
プの作品にする。 

即興を生かしたミニ作品づくりへ
発展させていく。 

即興表現から作品へつ
なげる際に難しい点は
何か 

作品に求める点を、即興的な表
現から大きくバージョンアップ
しすぎなければ難しいことはな
い。 

固まって話し合ってしまう。同じ
動きになってしまう（揃えてしま
う）。長いお話を作ってしまう。
このようなことから、即興でみせ
たその子にしかできない動きが見
られなくなってしまう。合わせよ
うとするがあまり、友達の動きを
目で追ってしまう。 

即興表現から作品へつ
なぐために、工夫して
いる指導のポイントは
何か 

即興の時に大事にした今日の課
題のポイントを失わない様、そ
の時生まれた動きをつなげたり
少しふくらませる程度にするこ
と。 

作品を作ろうと投げかけてしまう
と頭で考えてしまうので、二人組
から四人組のように活動形態を工
夫して、教師がねらっていること
に迫らせていく。 

学習者に対して、作品
創作は必要だと思いま
すか。また、その理由
は何ですか。 

作品創作は必要。自分の思いを
表したり、自分の動きを見つけ
ることはダンスにとって大事な
要素だと思うので。 

どちらでもない。小学生の場合、
即興中心の学習が子供の実態に合
っていると思います。しかし、即
興だけで終わってしまうと学習と
しての深まりがないように思う。
即興を生かした作品づくりまで経
験させたい。しかし、多くの先生
方は作品づくりにとらわれすぎて
いるように思う。“即興を生かし
た作品づくり”の私が思っている
意図は伝わりにくい。 
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…布が低いので、低く、近づきたいという思いが咄嗟に出た。それで、真ん中に座りました」。

そして、「そこに存在していると、体の一部のどこかが動き出すっていう、それを待って。…や

っぱり、そこで手が動き出して、黒い空間に入り込んでいった」のだ、と言う。 

②インターバル（3分） 

A)動きの概要 

布から離れて、立って、布を眺める。 

B)インタビューより 

「空間を見ていることによって、自分が刺激され、創造力をあおられて、次への出発みたいな 

ものはどこなのかなっていう、そういう感覚で待っていた」。その結果、即興１では「真ん中に

近づいたんだけれど、今度立つとしたら、やっぱりそこから離れた所に立たなきゃいけないなあ

って、勘みたいなもので。それで、遠い所から立ってみた」。 

③即興 2（3分） 

A)動きの概要 

センタ—奥に下手向きに立ち、足をゆっくり踏んでいる。上体をやや丸めて、顔はうつむき、 

腕は自然に下げられている。足を踏みながら、徐々に向きを変える。正面を向き、顔は布の間の

空間を見ている。なかなか空間の間に入れない、という感じ。終盤、足を踏む動き、それに伴う

腕の動きが徐々に大きくなる。 

B)インタビューより 

足を踏む動きがだんだん大きくなったことについて、「白い布に近づくにつれて、空間の持つ 

力みたいなものを感じると、勿論ゆっくりと同じように進んでいくことはできるけど、かなりコ

ントロールが要る。それは、私の自然の要求と反さなくちゃいけなくなる」と、空間が呼び掛け

てきた結果の変化であったと答えた。この部分に限らず、タケイは、この課題については、空間

が呼び掛けて来るものが、非常に強かった、と述べている。 

④作品創作（4分 56秒） 

A)動きの概要 

脇から、そして正面から布を眺める。その後、紙に向かい、何かを書き始める。書かれた言葉 

は、「黒い荒野と白い荒野」「黒い荒野をゆく」「行くうちに見えてくるものをつかんで」「この荒

野は→上にあり」／「白い荒野」「そのうちに見る夢か？」「2枚で白い荒野をつくる」「布の質が

違う」など、であった。 

B)インタビューより 

「イメージをはっきりさせて、タイトルもつくった」。 

⑤作品（17分 33秒） 

A)テーマ 

タイトルは、「黒い荒野と白い荒野」。「荒野を行くというイメージを持って最初は出発」した。 

B)動きの概要 

即興 2の冒頭と同様、センタ—奥に下手向き、上体を丸めて立つ。ゆっくり正面を向き、布 

の間の空間を見つめながら、ゆっくり前に進む。布の手前で、ふと緊張感が解ける。そのまま前

に進み、センタ—で再びふっと体が伸びる。両手が上に伸びる。 

 透明布の方を向きしゃがむ。手で布の形を変え、立ちあがると、強く足踏みを始める。それを

やめると、足で透明布を引きずり、綿布と一緒に足で丸めてしまう。今度はそれに乗り、手で上



9／16 

に引っ張ろうとする。息づかいが聞こえる。 

 布からおりると、両手で布を丸め、手で床を転がしながら、センタ—奥まで運んでいく。 

C)インタビューより 

 作品の動きと流れは、タケイが「練っていた構想と、実際にやった構想とはちょっと違ってき

たけど、…自分自身ではこれでいいんだという確信があったので、そのまま。」と言うように、

その時、その場の状況に応じて、すなわち即興 2で明らかになったように「空間が呼び掛けてく

るのに応じて」変化し、生まれて来たものであった。具体例は以下の通り。 

  「（センタ—で、体が軽くなったのは）黒い荒野（布の間の黒い部分）って、行ってみたら、とっても何も無い所 

  だったんですよ。」「（センタ—で透明布の方を見たのは）呼ばれた。やっぱり、体が軽くて、軽い方へだったので。」  

  「（透明布を足で動かしたら、黒い荒野が広がった）そこで私は強く足踏みが始まった。」「あれで前と同じような 

  状況の踊りをするんじゃなくて、やっぱりそこで変化がいるなあと。空間が変わったので。」 

（（（（2222）課題）課題）課題）課題 2222：椅子：椅子：椅子：椅子    における即興から作品創作における即興から作品創作における即興から作品創作における即興から作品創作    

①即興 1（3分） 

A)動きの概要 

 両手を頭に当て、椅子の斜め前（下手前）で、上手の方を向いて立っている。少しずつ上体を

前に折り、下げていって手を床につく。顔を上げて前を見、足を一歩前に出す。上体を起こし、

元のように立つ。やや早めにもう 1回繰り返す。 

B)インタビューより 

 真ん中に椅子があったので、「まわりの空間という所に注目して、そこがパワー空間みたいな

気がしたので、斜め前を取った、最初」。また、「この椅子と対抗するためには、何か 1つのこと

をシンプルにやった方が（私の肉体が）クリアになるかなあ」と思い、「椅子とは無関係な、…

エクササイズ的な動き」をしようと考えた。 

②インターバル（3分） 

A)動きの概要 

下手奥に立ち、椅子を眺める。 

B)インタビューより 

「次は、私はどこから始めるかなあと思って、（即興 1は）斜め前だったので、…椅子を中心 

とした反対側の斜め後ろ。そこがパワースポットかな、と思った」。そして、動きについては、「最

初は立ったのだから、今度は低く、…1 つのことを長く続けられる普通の動きがいいなあ」と考

え、でんぐり返しをすることとした。 

③即興 2（3分） 

A)動きの概要 

椅子の斜め右奥（上手奥）で、下手向きに体育座りになり、すぐ後ろにでんぐり返し、戻るを 

繰り返す。その途中に、足を挙げてお尻でバランス、足を動かす、などの動きが入る。後半、後

転をし、戻ってきた時に足で床を強く踏み、音を立てる。 

B)インタビューより 

「（でんぐり返しを）している内にね、足があがったりとか、バリエーションが…出てきて」「非 

常に面白いんですよね。だから、あれを 20 分やれって言われたら、あのまんま永遠にできる。

その中で発見できる」というように、でんぐり返しの中で起こる「発見」を楽しんだ。 

④創作（1分 13秒） 
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A)動きの概要 

上手、そして下手で、椅子から離れて立ち、椅子を眺める。今回は、紙に書くことはなかった。 

B)インタビューより 

「あそこに椅子がありましたよね。それで何か、こう掴んだものがあって、もうそれ以上のこ 

とはやらないで、そこでいこう」と思った。具体的には、中心にある椅子に対し、タケイは四方、

すなわち即興の 1と 2で掴んだ（椅子に対し）斜めの位置をとりながら動く。1回目は下手奥、

一周（右回り）して 2回目は上手奥、一周して 3回目は上手前、また一周して下手前で動く。動

きは、一番低い所から、徐々に高くしていこうと考えた。 

⑤作品（16分 42秒） 

A)テーマ 

タイトルは、「浮かぶ椅子」。「水の中、川とか水」とかに浮かぶ椅子。「水の中にある思い出」。 

B)動きの概要 

下手奥で、足を椅子の方に向けて、大の字に寝る。まず、右足、右腕、次に左足、左腕のゆっ 

くりとした動き。起き上がり、椅子の周囲を一周歩き、上手奥で、椅子の方を向いて立ち止まる。

体育座りになり、後ろにでんぐり返し、戻る、を繰り返す。立ち上がると、再び一周し、上手前

で立ち止まる。上体を前に下げる、上げるという即興 1の動きを 2回繰り返し、立つ。 

 ここで、空気が一変する。タケイはゆっくり下手前に進むが、途中から椅子を見つめる。下手

斜め前で椅子を見つめる。ゆっくり椅子の方に近づく、椅子の正面に立つと、突然椅子をつかん

で胸の高さまで持ち上げ、ぐっと自分の胸の方に引き寄せる。 

 その姿勢のまま、ゆっくり左回りに回っていきながら、終了。 

C)インタビューより 

タケイにとって、上手前にいた時の、椅子の変容は、大きな驚きであった。「ほんとなら、も 

う一回りして（下手前に）行くのに、もう椅子が拒否したような、…あそこから椅子との関係が

変わって、そして今までは椅子というのは無視していたのに、椅子の方が人間性を帯びてきたの

で、ここから人になった」。「椅子に抱きついたり、くっつこうと思っていなかったのに、それは、

そういう風になった。だから、女性と男性の関係で言えば、ここで（は）男性を拒否していた。

（それが）男と女というのが、やっぱり、ぐーっと（一つに）なったって、そういうイメージが

強かったですね」、と言う。そして、こうした「頭脳を超えた」「日常の自分の常識を超えた」こ

とが起こると創作意欲を刺激される、その「驚き」こそが面白いのであり、それが起こったこと

により、この作品は非常に好きな作品になった、と語った。 

（（（（3333）考察）考察）考察）考察————ケイ・タケイのクリエーション・スキルケイ・タケイのクリエーション・スキルケイ・タケイのクリエーション・スキルケイ・タケイのクリエーション・スキル    

①課題について 

 布については、今回の配置の仕方にビジュアルなイメージを強く受け、空間から呼び掛けられ

るものがあったので、やりやすかったと言う。一方、椅子は、「いろんな先入観があって、踊り

の上でもかなり使うので」「今まで関わってきた椅子の関わり方じゃない関わり方をしたいな、

と先ず思った」。 

②即興について 

 タケイの場合は、空間から受けるイメージが非常に強く、空間から呼び掛けられるままに、す

なわち空間の要求に反応しながら、動きを生み出していくことに特徴があった。 

 ものがある場合、タケイは、「（椅子も布も）1 つの存在として認める。自分が使うものじゃな
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くて、これは同じパフォーマーなんだっていう」ように。そして、ものが出す「ビジュアルイメ

ージ」はすごく強いから、「どんなビジュアルイメージを、このものから掴むかなあっていうふ

うに、まず」考える。それは、「空間をどう使うかっていうことは、1つのコンセプトのとても大

きな課題だ」と考えるからである。 

 即興をしながら、偶然に動きが生まれて来ることに面白さを感じるということは、即興の際に

「随所にありますね。…それに刺激されて、集中力も途切れずにいけるってこともあるし、そう

いうのが無いと飽きてしまって」というように、重視している。 

 そして、即興を通して生まれ出てくる動きについては、次のように考えている。 

 「即興の本質そのものは、…すぐそこにあるもの。考え出して、引っ張り出すものじゃなくて

…。体と、もちろん感性と、肉体と、魂と、全ての所で待機しているようなものが、本当に即興

だと思う」。 

③作品創作について 

 作品については、「作品にしていくんだったら、何かコンセプトが 1 つないと、踊ったってい

うだけになってしまうので、だから踊った後に自分が甦ってくるっていうのかなあ。自分が行っ

た世界っていうものを持つことができる。コンセプトがあると。やっぱり、それが私は好き」だ

と述べている。「即興性をまだ保ちつつ、でもちゃんとコンセプトがあって、作品としてどこか

に近づいていける」作品が好きであり、また完成された作品であっても、「作品を踊る時は、何

回も、覚えたものを、記録を辿りながら、創造性を失わずに、いかにパフォーマンスできるかっ

ていう、舞踊家ってそれの訓練じゃないですか」と言う、タケイは、作品においても常に創造性

(creativity)を失わないことを目指していることが明らかになった。 

    

３３３３....２２２２....２２２２    山田せつ子のクリエーション・スキル山田せつ子のクリエーション・スキル山田せつ子のクリエーション・スキル山田せつ子のクリエーション・スキル 

 山田せつ子略歴：1950年 12月長野生まれ。69年に明治大学文学部演劇学科入学。この当時に舞踏と出会い、笠井

叡が主宰する舞踏研究所「天使館」にて活動、即興を徹底して学ぶ。77年よりソロ活動を開始、89年にはダンスカン

パニー枇杷系(BIWAKEI)結成。国内外にて公演活動を行なう。2000年 4月より京都造形大学教授。 

（（（（1111）課題）課題）課題）課題 1111：布：布：布：布    における即興から作品創作における即興から作品創作における即興から作品創作における即興から作品創作    

①即興 1（3分） 

A)動きの概要 

 上手後ろより出。手をズボンの後ろポケットに入れて歩く。途中、右足の甲を引きずりながら、

布周辺を移動。止まったり歩いたり。足で布の感触を確かめる。最後は布を観察するような動き

で終了。 

B)インタビューより 

山田は、ものが置いてある場合、まず「身体の物との距離をまず感じると言うか、読む」。「今

日は 3分という短い時間だったので、具体的にムーブメントで物との距離や角度を測る…。そこ

から入っていきました」というように、まず身体で感じることを重視する。 

 そして、「物って使っちゃったら、その先が大変。簡単にいじくりまわしちゃう気がして。」「身

体で感じてからじゃないと、なかなか触れないですよね。どう使うかが湧いて来るまでは、相手

とどう話すかが見えて来るまでは使わない。」というように、身体で感じることによって、どう、

ものと関わるかが見えて来るのを待つようだ。 

②インターバル（3分） 
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A)動きの概要 

 スタジオ端で体の調子を整えながら、布を眺める。 

B)インタビューより 

 この時間は山田にとって「戦略を立て」る時間であった。「さっきはある距離の中で終わって 

ますよね。次の段階ではどういう切り口から、この布と向かい合っていこうかということは考え

ます」という。その後の作品化については、この段階では考えない。何故なら、「そうじゃない

と、まとめすぎていっちゃうので」。即興 2では、「とにかくもっと（布と）密な関係」になるよ

うにし、「具体的に恐れずに触」り、「相手との関係」が「何かに変容できるところまでいくか」

を探ろうと考えた。 

③即興 2（3分） 

A)動きの概要 

 下手横より出。右手を透明布にのばしたり、手の甲で床になぞったりする。何度か手を回して

触れようとする仕草を行う。綿布の上に仰向けになり、透明布をかけて寝る。指先を細かく動か

す、両手で胸を叩くなどの動き。終盤には透明布と綿布をスカートのように腰に巻く。 

B)インタビューより 

 出の場所は特に意識していないようである。布をスカートにしたことについては、「まさか自

分でスカートにすると思わなかったんですけど」と、意外な展開であったようだが、「すごい楽

しかった。ここから 15分くらい踊ってもいいかな、踊りたかった」と感じた。 

④作品創作（3分 51秒） 

A)動きの概要 

 2つの布をたたむ。パイプ椅子を持ってきて、その上に綿布、透明布の順で布を置く。 

B)インタビューより 

 山田は即興 1・2でやったことを覚えており、「その覚えた中でポイントになったことをちょ 

っと使おうかな」と考えた。具体的には、「最初の足のステップとか、最終的にはスカートにし

てしまうということを決めて」いた。「但し、同じシチュエーションでやると発想がおもしろく

なくなるかなと思ったので」、布を小さくたたみ、「床から距離があるところに布を置いたほうが、

さっきと違う物質になってくるような気がしたので」椅子を使うことにした。 

⑤作品（11分 27秒） 

A)テーマ 

 タイトルは特になし。コンセプトについては、「最後は布のままで終わらせたくない、何かに 

なるっていう、スカートにした瞬間に自分がさっき出てきた人とは違う人になった感覚、そこが

着地点かな」と振り返る。 

B)動きの概要 

 上手後方横より出。両手をポケットに入れて歩く、ステップをふんで移動。透明布を大きく広

げて床に敷く。両手で目を隠したり手で空気をなぞったりする動き。下手横から椅子に近づき、

椅子の向きを変える。落ちた綿布を広げ、ばさばさと音を立てて振り、床に敷く。その上に椅子

を置く。座る部分に両足をのせ、仰向けに寝る。左足で透明布をたぐりよせ、かぶる。上半身起

き上がって透明布を腰に巻く。綿布を透明布の上にスカートのように巻く。椅子の上に座り、背

もたれにもたれ、頭をうなだれて終了。 

C)インタビューより 
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 山田には、様々なイメージが浮かんでいたようだ。例えば「薄い（布を）かけているとき、 

すごくおもしろかったですね。テントや蚊帳の中で遊んでいるような。同時にそう思いつつも、

石膏の中で動いているような感じに見えるし。外から見たらこれはどういうふうに見えるかな、

とか。そういうことがぱっぱっぱと浮かんでくるので、何も頭の中に言葉がない状態ではない」。 

（（（（2222）課題）課題）課題）課題 2222：椅子：椅子：椅子：椅子    における即興から作品創作における即興から作品創作における即興から作品創作における即興から作品創作    

①即興 1（3分） 

A)動きの概要 

 上手後方横より出。すぐに椅子に向かい、椅子の脚の部分に上半身を入れる。そのまま座る、 

はいつくばる。立って座る部分を右手でなぞって音を出す。頭や胸などをさすって回転。回転し

ながら移動。椅子の中に上半身を入れたまま、終了。 

B)インタビューより 

 「このタイトルは“椅子を着る”」。しかし「なかなか着づらかった」ようである。 

②インターバル（3分） 

A)動きの概要  特になし 

B)インタビューより 

 ここでは、「（即興 1で椅子を）着ちゃったので、次はちゃんと通常の座るっていうなかで」 

動こうという戦略を立てた。さらに左半身を「切り離そうと。右手が全身を動かしていくとい 

う。誰かが動きに入ってきているという」コンセプトを設定した。 

③即興 2（3分） 

A)動きの概要 

 上手横より出。椅子に座って正面を向き、両手で顔や頭をなぞる。右手で左手のひじや手首の

形、手足の位置・形を変える。変えられた形は次に動かされるまで、そのまま保つ。一度脱力し、

再び右手で鼻をつまんだり左耳や服を引っ張ったりする。頭を下に垂らして終了。 

B)インタビューより 

 山田は、最初椅子に座って、「どう入ろうかなって。椅子に座って、椅子から立たないで動こ 

うと思った」。その通り、終始椅子に座ったままで動きを展開した。 

④作品創作（0分 27秒） 

A)フロアーでの位置と動き  

 特になし 

B)インタビューより 

 創作時間が皆無という状況であったが、それはやはり「慣れ」だと山田は話す。さらに山田 

は椅子を使って作品を踊ったことがあり、慣れているからこそ「その先のビジョンは見えない」

「椅子に対して自分がもうある先入観を壊すには、もっと 1時間ぐらい踊ってから、壊してから

じゃないとできないな」と考えたことが、創作時間がない理由のひとつだと考えられる。 

⑤作品（7分 50秒） 

A)テーマ 

 「身体をさわっていた女がだんだん椅子を着ていってしまう、単純にそれだけ」である。 

B)動きの概要 

 上手横より出。椅子に座って正面を向く。右手で左手足の形や位置を変える。変えられたらそ

のまま動かない。右手で顔のまわりをなぞったり、鼻をつまんだり。ゆっくりと立ち上がり、頭
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を椅子の下から入れて椅子の中に入り、横になって寝る。椅子の背もたれがばたんと床についた

瞬間、回転して起き上がる。たたんだ椅子の中に入ったまま、移動。そのまま椅子を開き、床に

おいて静かにたたむ。その上にうつぶせになって終了。 

C)インタビューより 

 椅子を扱うにあたって、「今日 1個だけ思ったのは、絶対にガンッといかないこと」であった。 

しかし途中、椅子でばたんという音を立てたことについて、「それはやっぱり『しまった』って

いうふうにはいかないわけです。もっと立ててみようと」思い、逆にその音を楽しんだと言う。 

（（（（3333）考察）考察）考察）考察————山田せつ子のクリエーション・スキル山田せつ子のクリエーション・スキル山田せつ子のクリエーション・スキル山田せつ子のクリエーション・スキル    

①課題について 

    布と椅子共に、日常的でなく抽象的なものと感じ、「自分を違う要素に入れていかれるテキス

トっていう感じ」で好きな素材であった。特に、布は使ったことがないため、次々と沸いて出る

動きとイメージを楽しめた。一方、椅子は以前使用したことがあり、先が見えてしまうことから、

今回はあまり興味を喚起する物ではなかったようだ。 

② 即興について 

    先ずは、身体で感じること。今回のように物があった場合は、まず「身体と物との距離」を測

り、その上で物と対話をしていくことが明らかになった。 

 また、ある課題について即興する時は、例えば、布の即興１では手をポケットに入れて腕の動

きを封じ、作品では、布の置き方を変えて新しい状況を創る。椅子の即興１では左半身を捨てる

というように、何らかの条件（負荷、切り口）を自ら設定して取り組み、常に新しい何かを発見

しようとする。そして、そのことを楽しんでいることが明らかになった。 

 「即興っていつも同じになりがちじゃないですか。そういう時にブロックしていく訳ですよね。さっき足だけに決

めたように、何か自分に負荷をかけていくっていう風にして、自分の知らない所を引き出していくっていう状態。って

いうことは、すごくします。」 

 そして、踊りながら、次どうしようと、頭では考えない。「思いつくじゃないですか。そうする

と違うことをする。頭、と思ったら、瞬間的に違うことをする。頭と思った後に頭っていくと、

乗り遅れた感じがする」。また、動きながら、一つ一つの瞬間に具体的なイメージが浮かぶ。し

かし、気に入ったイメージでその後展開していくことは無い。「（そういう）こともあります。で

も捨てますね。そのままいくと自分勝手な物語を作っちゃうので、やっぱり切断して…やめると

いうことをしますね」。それ故、例えば布でスカートをはいたというように、山田自身が驚くよ

うな展開も生まれるのであろう。 

 何故、その動きをするのか。それは感情によるのか、との質問に対しては、山田は、「私ね、

感情ってほとんどないんです。」「形になった瞬間に、あまり感情の記憶はなくなって、エネルギ

ーの記憶だけになるんです。」と答える。    

③作品創作について 

 山田は、即興 1・2 で得たコンセプトや動いているときのエネルギーをかなり明確に記憶し、

それを作品化につなげる。決して、動きや位置、作品の流れを創作するのではない。一度やった

ことと同じことを繰り返すのでもない。それは山田にとって動きを「なぞる」ことであり、面白

みに書ける作業である。 

 今回の実験のように短時間で創作するのではなく、さらに時間をかけて作品を創作する際には、

即興で生まれた動きやイメージについて、細部にわたるところまで振り返り、言語化するという。
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例えば、即興で「（動きを）フッとずらそうと思った瞬間に、なぜずらしたいと思ったのかを考

えていく」。そうしながら創られた作品については、全て文字として記録しておき、即興によっ

て崩していく。  

 即興から作品創作まで、こうしたプロセスを辿るということが、明らかになった。 

 

4444    まとめまとめまとめまとめ        

 本研究の結果、以下のことが明らかになった。 

（1）学校教育における「表現・創作ダンス」指導において、熟練した教員は即興の意義につい

て、「友人と関わりながら」「気軽に楽しめること」をあげていた。加えて、特に即興に重点を置

く小学校教員は、即興を通して身体意識（身体イメージ能力）の育成をはかること、より作品創

作を視野に入れる中学校教員は、即興を通して作品を創るダンス技能（表現的動きの創出能力）

を身につけさせることをあげていた。 

（2）即興から作品創作に展開する際には、小、中学校教員ともに、作り込ませず、即興を少し

膨らませた形の作品作りを行なっていた。その理由は、構えてしまうことにより段取りになる、

学習者が何を表したらいいのか、どんな動きをすればいいのかわからなくなってしまうから、と

いう問題点が指摘された。 

このことは、つまり、小中学校教員は、思考的創作ではなく身体イメージ能力を駆使した表 

現的動きの創出能力を身につけさせて、常に自由に、新鮮に展開される感覚的な創作の実現をね

らいとしているといえるのではないだろうか。 

（3）2名の現代舞踊家は、即興する際は頭で考えず、まず、その場に身を置き、身体で感じる（身

体イメージ能力）。そこから自然に生まれる動きに身を委ねる。自分が想像していなかった新し

い動き・展開が生まれる驚きに楽しさを感じ、新しい動きやイメージが発見できるよう、状況（コ

ンセプト）を設定して即興にのぞんでいた（動きを創出する能力）。 

また、作品化にあたっては、即興で得た動きや構成、イメージをそのままなぞるのではなく、 

コンセプトのみを取り入れ、即興的部分を残して、常に新しい発見があるよう、身体イメージ能

力を研ぎ澄ませながら創作意欲を持続させていた。そして、生まれた動きや作品（表現的動きの

創出）についてはしっかり振り返りを行ない、なぜ、その動き、作品が生まれたのか言語化をは

かり、自分の表現の特性を認識できるよう、知的作業を行なっていること（表現的動きの創出能

力レベルの高度化）が明らかになった。 

（4）現代舞踊家の事例より明らかになったクリエーション・スキルから、表現・創作ダンス授 

業における指導法では、以下の点がより重要ではないかと推察された。 

1）クリエーション・スキル：身体イメージ能力 

①即興では、頭で考えず、身体で感じて動く。 

②空間・時間・力等から生まれる身体イメージを感じることのできる身体を即興で育てる。 

2）クリエーション・スキル：表現的動きの創出能力 

①作品化に当たっては、作品の中に即興で得た要素を知識（学んだスキル、分かる・分から

ない）に照らして組み込むのではなく、即興で気に入ったコンセプトをいかに自由に、自然

に膨らませるか、を指導する。 

②できた動き・作品について振り返ることを重視し、自分自身のクリエーション・スキルを

獲得するよう、指導する。 
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（5）教育現場から得た結果（1）（2）と舞踊家から得た結果（3）（4）をつき合わせると、即興 

表現から創作へという過程においては、特に身体イメージ能力の獲得が重要であることが明ら 

かになったといえよう。すなわち、身体イメージ能力の獲得が、常に自由に、新鮮に展開され 

る感覚的創作を実現すると意識されているからである。両者から抽出されたクリエーション・ 

スキルはまだまだ具体化できる可能性を有しており、さらなる検討の必要性・意義が明らかに 

なった。 

今後は、クリエーション・スキル（身体イメージ能力と表現的動きの創出能力）を身につける

ことができる指導法についてモデルプランを作成して児童・生徒に指導を試み、その結果を検証

しながら、さらに多くの校種の教員、現代舞踊家を対象にして事例を増やし、研究を進めていき

たいと考えている。 
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